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X線ガンマ線の可視化技術は、宇宙物理や、医療現場、環境計測など様々な場面において重要な

技術と言える。広帯域で簡便なイメージングを実現するシステムが求められるが、一般に広帯域

の X 線ガンマ線をひとつのシステムで可視化することは困難である。これまでの研究で、我々は

広帯域（数十 keV～MeV）の X線ガンマ線を同時にイメージング可能なハイブリッド・コンプトン

カメラ（HCC）を開発した。先の学術講演会においては、HCCを用いた Am-241（60 keV）と Cs-137

（662 keV）の 3次元同時イメージングや At-211を投与したマウスの 3次元イメージングについ

て報告した。一方で、イベント選別の確度や、3次元再構成時のアーチファクトについては改善の

余地があった。 

そこで本研究では、HCCの更なる S/N向上や、アーチファクト除去のための新規手法を検討・

実証したので報告する。まず、HCCの性能実証として Compton/pinhole/PETモードによるトリモ

ダルイメージングを行った(Fig.1)。そして、アーチファクトの低減のため、幾つかの手法を試

みた。一つ目が 2光子同時イメージングである。2光子同時イメージングとは、二つ以上の光子

を一度の崩壊で放出する核種に対して用いる手法であり、Line of Responseやコンプトンコー

ンの重なった部分のみを描くことで、光子の到来方向を 1点に絞ることができる。実際、Ba-133

の点線源を用いてバックグラウンドフリーなイメージを得られた(Fig.2)。二つ目は HCCの筐体

をアクティブシールドにすることによるイベント選別の確度向上である。もとはタングステンの

パッシブシールドであった筐体を、BGOのアクティブシールドに変えることでエスケープイベン

トを除去した。また、スペクトル情報を用いた深度推定の検討についても報告する。 

 

  

Fig.1 Tri-modal imaging. (Compton-mode : Cs-137 (662 keV), 

Pinhole-mode : Am-241 (60 keV) , PET-mode : Na-22 (511 keV)) 

Fig.2 Double-photon simultaneous imaging of Ba-133. 

(left) Single-photon imaging. (right) Double-photon 

simultaneous imaging 
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